
2019 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 

『地域における児童委員・主任児童委員の活動等の現状と課題に 
関する調査研究 報告書』（概要版） 

 

本調査研究は、民生委員・児童委員、主任児童委員に期待される役割と委員

活動が円滑にすすむための環境整備の検証、及び地域住民・関係機関への周知

を図ることを目的に、（1）児童委員活動等の状況に関するアンケート調査、（2）

児童委員活動等の状況に関するヒアリング調査、（3）児童委員活動等に関する

実践事例集作成の 3 点を実施した。 

（1）アンケート調査結果について 

児童委員・主任児童委員等約 500 人（令和元年度全国主任児童委員研修会

申込者）を対象に、「A：主任児童委員等による実践事例アンケート調査」（A
アンケート調査）と「B：主任児童委員等の体制に関するアンケート調査」（B
アンケート調査）を実施した。 

① A アンケート調査について 

 事例の主な内容  
A アンケート調査では集約した 917 事例の自由記載からキーワードを抽

出し、集計・分析した。主任児童委員研修会申込者は、子どもや子育て中の

親（保護者）に対してさまざまな機関・団体と連携・協力しながら幅広い活

動を実践していることがわかった。「全国児童委員活動強化推進方策 2017」

（児童委員方策 2017）の重点別では重点 1「子どもたちの『身近なおとな』

となり、地域の子育て応援団となる」が 376 事例と最も多かった（図表 1）。

取り組みには児童委員方策 2017の重点 1～4の要素を組み合わせたものも見

られた。 

活動内容で最も多かったのは、「登下校時の身守りや公園の安全点検等な

どの子どもの安全・安心のための身守り活動」、次に「子育てサロンの運営

・支援」、「学校行事への参加や学校支援ボランティア」と続く（図表 1）。 

また、事例における児童委員、主任児童委員の役割は、「見守り」が最も

多く、続いて「子どもや保護者との関係づくり」、「学校・保育所等との連

携・協働」となっている。活動上の連携機関・団体は、学校、市区町村、社

会福祉協議会などで、連携先数は延べ約 2,500 件であった。  
 活動の効果と課題 

活動の効果として、子どもやその親（保護者）との信頼関係が構築できた

こと、地域とのつながりや交流が推進されたこと、学校や保育所（園）等と

の関係構築、連携、情報共有が図れたことなどが挙げられている。子どもや

親との信頼関係や関係団体とのネットワークは一朝一夕で構築されるもの

ではなく、地道で継続的な活動によるものである。 

また、民児協会長の回答には児童委員活動の活性化のために定例会で事例

検討の場を設けていること、児童に関する研修会を実施しているという意見

があった。その一方で、児童のことは任せきりで、主任児童委員 1 人がほぼ
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すべてのケースを抱えている状況にあるという意見も見られた。主任児童委

員が民児協内で孤立することがないよう、会長が中心となり主任児童委員の

役割を民生委員・児童委員に説明し、連携のあり方や互いに協力しながら楽

しく活動できる雰囲気づくりが大切である。 

 

（図表１）917 事例の主な活動内容（複数回答） 
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 分類 917 事例  376 事例 154 事例 198 事例 175 事例 

1 安心・安全の見守り（登下校時の安全指導、 
街頭パトロール、公園の安全点検等） 183 20.0% 30.9% 29.2% 3.5% 7.4% 

2 子育てサロンの運営・支援 159 17.3% 31.4% 13.0% 7.6% 1.7% 

3 学校行事への参加や学校支援ボランティア 152 16.6% 22.3% 4.5% 6.1% 28.0% 

4 学校訪問、学校評議員会等への参加等による 
情報共有 118 12.9% 7.4% 3.2% 12.6% 32.6% 

5 不登校・児童虐待・貧困家庭等への支援 116 12.6% 2.1% 5.2% 45.5% 4.0% 

6 学童保育（放課後児童クラブ）等への参加・ 
支援 71 7.7% 10.6% 11.7% 2.5% 4.6% 

7 乳幼児家庭訪問（乳児家庭全戸訪問［こんにちは
赤ちゃん事業］含む） 68 7.4% 6.9% 2.6% 17.7% 1.7% 

8 乳幼児の親子への子育て支援 
（訪問・子育てサロン以外） 55 6.0% 5.9% 8.4% 5.1% 4.0% 

9 地域行事への参加 51 5.6% 6.4% 7.1% 1.5% 6.9% 

10 地域や学校のネットワーク会議、交流会への参加 39 4.3% 1.6% 4.5% 3.0% 11.4% 

11 民生委員・児童委員の周知・広報活動 37 4.0% 0.5% 1.3% 1.0% 17.1% 

12 保育所（園）・幼稚園・こども園行事への参加 28 3.1% 4.3% 1.3% 0.5% 5.1% 

13 保育所（園）・幼稚園・こども園との情報共有 22 2.4% 1.9% 0.6% 1.5% 5.7% 

14 多世代交流・支援交流の支援 21 2.3% 1.6% 7.1% 0.0% 1.7% 

15 子ども食堂の運営・支援 20 2.2% 0.0% 12.3% 0.5% 0.0% 

16 民生委員・児童委員の研修会への参加・ 
情報共有 11 1.2% 0.0% 3.2% 1.0% 2.3% 

17 障がい児家庭等への支援 10 1.1% 0.5% 1.9% 2.0% 0.6% 

18 子ども会への参加・支援 8 0.9% 1.1% 1.3% 0.0% 1.1% 

19 PTA 活動への参加 6 0.7% 1.1% 0.0% 0.0% 1.1% 

20 家庭訪問による地域の情報収集 
（子育て情報マップ作り） 6 0.7% 0.5% 1.3% 0.0% 1.1% 

21 オレンジリボン運動 4 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 

22 外国籍の子どもとその家庭等への支援 4 0.4% 0.5% 0.6% 0.0% 0.0% 

23 その他 15 1.6% 0.8% 3.2% 0.0% 3.4% 

 全  体  100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 
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② B アンケート調査について 

 児童福祉部会の設置状況、定例会について 

B アンケート調査では、所属民児協の約７割に児童福祉関係部会があるこ

とがわかった。また、定例会の場で主任児童委員が活動報告をする機会の有

無を聞いたところ、「毎回ある」と「定期的にある」を合わせると約 6 割で

あった。 

 区域担当児童委員と主任児童委員の連携状況について 

「区域担当児童委員と主任児童委員の連携状況」については、「十分に連

携できている」31.0％と「連携できている」52.1％を合わせると、『連携で

きている』は 83.1％であった（図表 2）。主任児童委員の経験年数別に見る

と、経験年数 7 年以上の委員は 85.5％が『連携できている』と回答した。1
～3 年や 4～6 年の経験年数の委員では「十分に連携できている」と答えた

割合が 3 割未満で、7 年以上の委員より割合は低い。主任児童委員は民生委

員・児童委員と協力体制や活動をともにしながら、経験を重ねるごとにより

関わりを強める傾向が見られる（図表 2）。 
 

（図表２）区域担当児童委員と主任児童委員の連携状況（単数回答） 

※上段は実数、下段は％  

※『連携できている』＝「十分に連携できている」+「連携できている」 

 

連携ができていると判断した理由は、「委員のネットワークで情報を共有

している」42.9％、「主任児童委員と民生委員・児童委員はともに活動して

いる」25.7％、「定例会等で情報共有している」18.9％と回答されており、

委員同士のネットワークが構築されていることが思料される。一方、「あま

り連携できていない」13.4％と「連携できていない」1.6％を合わせると、

「連携できていない」が 15.0％になっている。その理由としては、「情報共
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有ができていない」が 28.1％、「協力体制ができていない」が 20.3％、「児

童に関する役割の認識が薄い」が 14.1％、「支援が必要な高齢者が増加し活

動が多忙」が 9.4％となっており、主任児童委員と民生委員・児童委員同士

の連携のための体制は必ずしも全国で活動しやすい状態まで築きあげられ

ていないことがわかる。 

（2）児童委員活動等の状況に関するヒアリング調査について 

2 種のアンケート調査結果を踏まえ 8 か所の民児協を選び、活動立ち上げ時や

継続のための要因、関係機関・団体等との連携・協力体制、活動の効果につい

てヒアリング調査を実施した。実施概要は（図表 3）のとおりである。 

その結果、次のことが明らかになった。 

 

① 地域の子どもや子育て家庭をめぐる課題を把握し、解決に向けて組織的

に取り組んでいる。 

② 新たな活動を始めるにあたり、他の地域ですでに実践している事例を見

学したり研修会に参加したりするなど情報収集し、自らの地域で実現可

能な条件を探り、活動につなげている。 

③ ＮＰＯや社会福祉施設など、他団体の活動に協力・支援する活動を行っ

ている。その場合、連携先とは日頃から「顔の見える」関係づくりが構

築されている。 

④ 運営資金や活動拠点の確保などのハード面の整備が必要である。 

⑤ 活動の振り返りを行い、社会状況を加味しながら活動を見直し、自分た

ちが無理なくできる範囲で活動している。 

⑥ 関係機関・団体と連携・協働して運営することで、それぞれの強みを生

かした豊かな活動が生まれている。 

⑦ 地域住民や学生などのボランティアの協力は、子どもにとって自分の気

持ちを受け止めてくれる親以外のおとなとの出会いとなり、何かあった

ときに頼れる人が地域にいるという安心感につながっている。 

⑧ 地域でともに生活する住民としてニーズを受け止め、課題解決に向けて

行政や社会福祉協議会、関係機関・団体に働きかけている。また、活動

に協力する仲間を増やし、何より楽しく活動している。 

 

そして、8 つの活動事例では、いずれもヒアリングを行った活動だけに

とどまっていない。今ある活動から新しい活動につなげ、課題のある子ど

もや孤立する親子等に対する問題意識をもち、児童委員活動の範囲を広げ

ていることが見て取れる。 

 

報告書には、ヒアリング調査の内容をもとに実践事例集を作成し収載した。

今後、実践事例集のみ抜粋し、冊子にして全民生委員・児童委員に配布する

予定である。 



 

- 5 - 
 

（3）今後の児童委員、主任児童委員活動の充実・強化に向けた 10 の提言 

今回の調査研究をとおして、民生委員・児童委員、主任児童委員活動の環境

整備と充実・強化を図るために必要な視点を提言にまとめた。 

 

《10 の提言》 

①民児協会長を中心とした組織的な活動であること 

児童委員活動の推進のためには、民児協内に児童福祉に関する部会が設置

されていることや定例会で主任児童委員活動の報告の場があるなど、民児協

内で子どもや子育て家庭に関する話し合いや情報共有の場があることが重

要である。 

 

②多様な関係機関・団体と連携、協働した活動であること 

２種のアンケート調査の結果から、小中学校、社会福祉協議会、町内会・

自治会など、さまざまな機関・団体と連携しながら活動していることが明ら

かになった。活動事例 6 の大阪市「ひだまり」は、母子生活支援施設と協働

した取り組みである。平成 28 年に改正された社会福祉法で、社会福祉法人

の公益的な取り組みが責務として明記された。専門知識や問題解決のノウハ

ウなどがある社会福祉法人は、民児協活動の連携・協働のよきパートナーと

なるため、積極的に関わることが大切である。 

 

③参加者のニーズに応じた活動であること 

地域の子どもや・子育てをめぐる課題を察知し、その解決に向けた取り組

みであること。そして、日々変化するニーズの把握に努め、工夫しながら活

動を進めることが肝要である。 

 

④ＰＤＣＡサイクルを活用した活動の振り返りと見直しを行うこと 

活動実施・継続に向けては、ＰＤＣＡサイクルを活用した振り返りを行う

ことが重要である。参加者やボランティアの声なども参考にしながら、民児

協内はもちろんのこと、関係機関・団体など活動に関わった関係者も交えた

定期的な話し合いの場を設け、活動の振り返りを行い、必要に応じて見直し、

次の活動につなげていく流れをつくることが大切である。 

 

⑤活動をとおしてやりがいや達成感を感じ、楽しむこと 

民生委員・児童委員は、地域で活動しながら、子どもの成長を見守り続け

ることができる。調査結果では、子どもが成長する姿に喜びを感じ親（保護

者）からの感謝の言葉はやりがいにつながる、関係機関等との協力のもと課

題が解決に向かうことは達成感につながると、回答者（委員）が考えている

ことが見えた。ひとりで頑張りすぎてしまうと活動は長続きしない。ともに

活動する民生委員・児童委員、関係機関・団体やボランティアなど、仲間と

とともに楽しんで活動することが大切である。
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⑥働きながら活動を続けることができるための環境整備を図ること 

定年年齢の引き上げなどにより民生委員・児童委員のなりての確保が難し

い状況にある。特に主任児童委員は就業や子育て中の委員も多く、定例会や

日中の活動、遠方への研修会等への参加に負担を感じている。今後は企業等

に対して、誰ひとり残さない持続性ある社会をつくるための一方策となる委

員活動への理解を得られるよう働きかけることや、企業の社会貢献活動の一

環として民生委員・児童委員に就き、地域共生社会を担う役割を果たすなど

検討を要する。 

 

⑦民生委員・児童委員、主任児童委員活動の周知を図ること 

民生委員・児童委員、主任児童委員が活動しやすい環境づくりのためには、

地域住民に役割を知ってもらうことが重要である。機会をとらえ継続的にＰ

Ｒすることや、活動をとおして認知度を高める取り組みが求められる。 

 

⑧主任児童委員の活動の質の向上 

児童虐待、子どもの貧困、いじめなど、子ども・子育て家庭をめぐる課題

が多様化・複雑化しているなか、主任児童委員に期待される役割は大きい。

その一方で主任児童委員は子育て中や就業している委員も多く、研修会への

参加の負担の声も聞かれる。そこで、いくつかの地域に分けて身近な場所で

受講できるようにすることや、ＤＶＤなど研修教材の活用、民児協内での事

例検討会の実施など、身近な場所で必要な知識や力量を高められる機会の確

保など検討も必要である。 

 

⑨活動の継続に向けた運営費、活動拠点などの確保に向けた支援 

活動の継続に向けて、民児協内で話し合い必要な支援を行うことや、地域

のモデル事業や助成金などの活用に向けて、行政や社会福祉協議会などに相

談することも必要である。また、活動拠点として、地域住民が参加しやすい

公民館やコミュニティセンターなど地域の公的施設の活用も有用である。 

 

⑩主任児童委員が民児協の中で孤立しないようにしていくこと 

A アンケート調査の中で、主任児童委員が 1 期でやめる原因は民児協内で

孤立してしまうことが挙げられていた。B アンケート調査では、定例会で主

任児童委員の発言の機会があることや区域担当民生委員・児童委員と日常的

に情報交換できる関係づくりなど、民児協組織で主任児童委員の役割が明確

になっていることが重要である。民児協会長は主任児童委員が活動上の課題

を相談できるよう声をかけたり、学校や社会福祉協議会など地域の関係機関

に顔つなぎをしたりすること、主任児童委員の役割の理解を民生委員・児童

委員と共有するなど、活動しやすい環境づくりに努めることが大切である。 

 

これら調査結果と提言を、民児協会長のリーダーシップのもとで「わがまち

ならでは」の児童委員活動を推進し、子どもたちが健やかに育ち安心して子育

てができる地域づくりのために必要な、児童委員活動の環境整備につなげたい。 
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（図表３）ヒアリング調査概要 

事例 活動名称 所在地 ヒアリング実施日時 

活動事例 1 
 

赤ちゃんルーム 
「チルチル・ミチル」 

愛知県名古屋
市 

1 月 14 日（火） 
10:30～12:30 

活動事例 2 
 安中市乳幼児宅訪問事業 群馬県安中市 

12 月 26 日(木） 
10:30～12:30 

活動事例 3 
 

ＳＮＳでつなぐ主任児童委員活動 
―親子支援― ~赤ちゃん同窓会・ 

赤ちゃん訪問の実践から～ 
滋賀県湖南市 

12 月 25 日(水） 
14:00～16:00 

活動事例 4 
 

家庭訪問型子育て支援 
「ホームスタート・さくら」 

千葉県佐倉市 
12 月 19 日(木) 
15:00～16:50 

活動事例 5 
 

土曜日の子どもの居場所づくり 
「香住っ子ひろば」 

福岡県福岡市 
12 月 7 日（土） 
14:30～16:30 

活動事例 6 
 

退所児童無料学習塾 
「ひだまり」 

大阪府大阪市 
11 月 30 日(土） 
14:30～16:30 

活動事例 7 
 

川上小学校サマースクール 
乳幼児と中学生のふれあい交流会 

熊本県熊本市 
12 月 23 日(月） 
14:00～16:20 

活動事例 8 
 

早通子ども食堂 
「ひまわり食堂」 

新潟県新潟市 
1 月 21 日（火） 
13:30～15:30 
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ヒアリング選択のポイント 活動内容 

転勤してきて近隣に知り合いのい
ない親子に対する子育てサロン活
動。市が実施している赤ちゃん訪
問事業と連携し、参加を呼びかけ
ている。 

転勤等により引っ越しをしてきた親子が多く、孤立させな
いことを目的に、月齢 3 か月以上から 1歳未満の親子を
対象に子育てサロンを開催。月齢が近い親同士の横の
つながりができるようにしている。 

乳幼児家庭へのアプローチを組
織的に実施。行政と連携し、子育
てに必要な情報を集約し、配付す
ることで委員活動の PR にもつな
がっている。 

民児協独自事業として、年 1 回乳幼児家庭の全戸訪
問を実施している。お土産と民生委員・児童委員、主任
児童委員活動や子育て支援に関するパンフレット一式を
持参、周知活動と併せて乳幼児宅の見守り活動を行っ
ている。 

子育て中の母親に民生委員・児
童委員、主任児童委員を周知す
るための手段として SNS を活
用。気軽に相談できるきっかけとし
ている。 

「赤ちゃん同窓会」の案内をきっかけに SNS の活用に取り
組んでいる。現在は赤ちゃん訪問の HP を開設し主任児
童委員の紹介や、LINE＠から定期的な子育て支援情
報を発信、相談等につながっている。 

主任児童委員が NPO 法人と連
携し、未就学児の親子に対する訪
問型子育て支援事業を開始。民
児協と連携・報告しながら、進めて
いる。 

孤立しがちな就学前親子を対象に、研修を受けたボラン
ティアが自宅を訪問し、親子に寄り添い支援する、ホーム
スタート事業を行っている。民児協の事業計画に位置づ
け、活動の報告などを行っている。 

公民館を拠点として、地域のさま
ざまな機関・団体と協働して活動
を展開している。地域全体で子育
てを応援するネットワークができて
いる。 

土曜日の子どもの居場所づくりとして、運営母体を青少
年育成連合会にし、月 2回公民館において小学生を対
象に、遊びや体験活動を開催している。地域の団体や
機関と連携・協働し、学生ボランティアも参加している。 

母子生活支援施設と協働して、退
所児童や地域の子どもたちへの支
援に取り組んでいる。民児協は無理
なく長く続けることを方針としてい
る。 

民児協と母子生活支援施設との協働事業として、毎週
土曜日公民館で、退所児童や地域の子どもたちへの無料
学習塾を開催してる。社会人や学生ボランティアが学習支
援を担当し、民児協、施設はそれぞれ役割を分担してい
る。 

小学校においては子どもの居場所
づくり、中学校においては乳幼児と
中学生の交流を、民児協と学校と
が協働で取り組んでいる。 

民児協と学校との協働による活動で、小学校では、夏休
み期間中、小学生の自主学習の支援を行っている。中
学校では、中学生と乳幼児親子との交流を行い、子育
ての喜びや命の大切さを伝えている。 

長期休暇中の子どもの居場所づ
くりをきっかけに、子ども食堂を検
討。子どもから高齢者を対象とし
たことで、多世代交流の場となっ
ている。 

月 2 回土曜日の昼に、地域住民の拠点の会館において
子ども食堂を開催している。地域の子どもから高齢者ま
でを対象に食事を提供し、「家族的団らん」と「地域のつ
ながり」を図り、多世代交流の場となっている。 
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